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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
平

成
29
年
の
新
春
を
寿
ぎ
、
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
日
頃
か
ら
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
12
月
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
２
０
回
理

事
会
に
お
き
ま
し
て
会
長
に
推
挙
さ
れ
、
そ
の
重
責
を

担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
会
の
目
的
で
あ
り
ま
す
市
町
職
員
等
の

福
利
厚
生
事
業
発
展
の
た
め
に
最
善
の
努
力
を
し
て
参

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
よ
う
に
、
地
方
公
務
員
の
福
利
行
政
を
取

り
巻
く
環
境
は
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
で
、
本

会
の
果
た
す
役
割
は
誠
に
重
要
で
あ
り
ま
す
。

本
会
は
、
会
員
の
皆
様
の
互
助
制
度
の
組
織
と
し
て

昭
和
57
年
発
足
以
後
、
平
成
25
年
に
一
般
財
団
法
人
に

移
行
し
ま
し
た
が
、
公
益
法
人
と
し
て
公
共
の
福
祉
の

向
上
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
皆
様
方
の
期
待

に
沿
う
べ
く
逐
次
事
業
内
容
を
充
実
し
、
皆
様
方
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に
発
展
し
て
ま
い
り
ま

し
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
く
ご
同
慶
に
た
え
な
い
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

超
高
齢
化
社
会
へ
の
進
行
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
等

を
背
景
と
し
た
医
療
費
の
増
加
が
社
会
保
障
制
度
に

大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま

し
て
も
会
員
の
皆
様
と
関
係
各
位
の
ご
協
力
を
得
ま
し

て
、
互
助
会
制
度
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、
役
職
員

力
を
合
わ
せ
て
事
業
運
営
に
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
て

参
り
ま
す
。

本
年
も
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
、
皆
様
方
の
益
々
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

年
頭
の

　

ご
あ
い
さ
つ

一
般
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
村
職
員
互
助
会

会　

長　

菅    

良  

二

﹇
会　

長
﹈ 

菅 

良
二 （
今
治
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

清
水 

裕 （
大
洲
市
長
）

﹇
副
会
長
﹈ 

山
内 

貴
志 （
新
居
浜
市
職
員
）

﹇
理　

事
﹈ 

石
橋 

寛
久 （
宇
和
島
市
長
）

﹇
理　

事
﹈ 

神
田 

紀
香 （
新
居
浜
市
職
員
）

﹇
理　

事
﹈ 

河
本 

一 （
砥
部
町
職
員
）

﹇
監　

事
﹈ 

岡
本 

靖 （
松
前
町
長
）

﹇
監　

事
﹈ 

瀬
川 

幹
雄 （
松
山
市
公
営
企
業
局
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

武
智 

邦
典 （
伊
予
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

宮
脇 

馨 （
上
島
町
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

高
門 

清
彦 （
伊
方
町
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

和
田 

雅
志 （
久
万
高
原
町
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

山
内 

武
弥 （
八
幡
浜
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

中
平 

大
介 （
松
野
町
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

野
田 

裕
久 （
愛
媛
大
学
法
文
学
部
教
授
）

﹇
評
議
員
﹈ 

池
田 

正
司 （
元
松
山
市
職
員
）

﹇
評
議
員
﹈ 

桝
田 

與
一 （
元
大
洲
市
長
）

﹇
評
議
員
﹈ 

伊
藤　
　

正   

愛
媛
県
市
町
村
職
員

共
済
組
合
事
務
局
長

外
職
員
一
同

賀
正
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評議員
中平 大介

評議員
伊藤  正

評議員
山内 武弥

副会長
山内 貴志

評議員
桝田 與一

評議員
野田 裕久

　

こ
の
度
、
退
任
さ
れ
ま
し
た
各
役
員
、

評
議
員
の
方
々
に
任
期
中
の
ご
尽
力
に
対
し

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

理　

事　

稲
本　

隆
壽 （
内
子
町
長
）

理　

事　

髙
須
賀   

功 （
東
温
市
長
）

理　

事　

二
宮　

洋
之 （
鬼
北
町
職
員
）

理　

事　

喜
井　

辰
弘 （
四
国
中
央
市
職
員
）

評
議
員　

青
野　
　

勝 （
西
条
市
長
）

評
議
員　

伊
達　

定
真 （
砥
部
町
職
員
）

監　

事　

甲
岡　

秀
文 （
鬼
北
町
長
）

退
任
さ
れ
た
役
員
及
び
評
議
員

退
任
さ
れ
た
役
員
及
び
評
議
員

役
員
役
員

評
議
員

評
議
員

評議員
高門　清彦

評議員
武智 邦典

評議員
宮脇　馨

副会長
清水　裕

監　事
瀬川 幹雄

評議員
池田 正司

評議員
和田 雅志

理　事
石橋 寛久

理　事
神田 紀香

理　事
河本 一

監　事
岡本　靖

会　長
菅　良二

平
成
28
年
12
月
19
日
付
け
を
も
っ

て
理
事
４
人
、
評
議
員
２
人
、
監
事

１
人
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

後
任
の
役
員
、
評
議
員
に
つ
い
て

は
、
平
成
28
年
12
月
開
催
の
第
28
回

評
議
員
会
に
お
い
て
選
任
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
同
月
開
催
の
第
１
２
０
回

理
事
会
に
お
い
て
会
長
及
び
副
会
長

が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
の
任
期
は
平
成
29
年
６
月

開
催
の
定
時
評
議
員
会
ま
で
、
理
事

及
び
監
事
の
任
期
は
平
成
30
年
６
月

開
催
の
定
時
評
議
員
会
ま
で
で
す
。

役
員
・

役
員
・

評
議
員
決
ま
る

評
議
員
決
ま
る

す
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2,000

1,800

1,600

1,400

1,200

1,000

800

600

400

200

0

名

20代

879名

30代 40代 50代 60代以降

加入者数

1,596名

1,925名

255名

1,319名

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

 （
団
体
定
期
保
険
）の

平
成
29
年
１
月
更
新
状
況

　

平
成
29
年
１
月
更
新
分
の
共
済
グ
ル
ー

プ
保
険
募
集
推
進
を
、
平
成
28
年
7
月

26
日
〜
平
成
28
年
9
月
12
日
ま
で
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
募
集
の
結
果
、
平
成
29
年

１
月
更
新
分
の
加
入
者
数
は
、
５
、９
３
２

名
と
な
り
、
前
年
度
比
微
増
し
て
い
ま
す
。

加
入
率
に
つい
て
は
、
会
員
総
数
の
増
加
も

あ
り
、
前
年
度
比
０・１
％
微
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。
団
体
定
期
保
険
の
運
営
上
に
お

い
て
優
良
基
準
と
な
る
加
入
率
35
％
は
達

成
し
て
お
り
、
適
正
か
つ
優
良
な
状
態
に

て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険
の
引
受
保
険
会
社
：
明
治

安
田
生
命
保
険
相
互
会
社

（ 

療
養
給
付
プ
ラ
ン
：
損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
日
本

興
亜（
株
））

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

 （
団
体
定
期
保
険
）

年
代
別
加
入
者
数
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
1
月
更
新
分
共
済
グ
ル
ー
プ

保
険（
団
体
定
期
保
険
）の
年
代
別
加
入

者
数
に
つ
い
て
は
、
20
代
が
８
７
９
名
、
30

代
が
１
、３
１
９
名
、
40
代
が
１
、９
２
５

名
、
50
代
が
１
、５
９
６
名
、
60
代
以
降

が
２
５
５
名
と
い
う
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

年
代
別
に
比
較
す
る
と
、
平
均
的
に
小
学

校
か
ら
高
等
学
校
へ
通
う
お
子
様
を
抱
え

る
年
代
で
あ
る
40
代
の
加
入
者
数
が
最
も

多
く
な
って
い
ま
す
。

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

人

年度
加入者数 会員数 加入率 ※すべて更新日時点での数値です。

％
60

50

40

30

20

10

0

20,000
18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

共済グループ保険（団体定期保険）加入者数・加入率の推移表（平成元年度～平成２８年度）

グ
ル
ー
プ
保
険
に
つ
い
て

グ
ル
ー
プ
保
険
に
つ
い
て

共済グループ保険（団体定期保険）年代別加入者表（平成２８年度）

4



　

男
性
の
部
位
別
入
院
給
付
金
支
払
件

数
は
、「
胃
」が
第
1
位
で
す
。
な
お
、
胃

が
ん
は
日
本
人
に
発
生
し
や
す
い
が
ん
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
胃
の
粘
膜
を
荒
ら
す

塩
分
の
取
り
す
ぎ
、
ま
た
胃
粘
膜
の
が
ん

化
を
促
進
す
る
と
も
い
わ
れ
る
た
ば
こ
は
、

胃
が
ん
の
リ
ス
ク
要
因
で
す
。
そ
し
て
、

近
年
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ピ
ロ
リ
菌
と
い

う
細
菌
で
、
胃
の
中
に
住
み
つ
い
て
胃
の

粘
膜
を
荒
ら
し
、
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
高

め
ま
す
。
日
本
人
の
60
歳
以
上
の
約
50
％

が
、
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
。

　

女
性
の
部
位
別
入
院
給
付
金
支
払
件

数
は
、「
乳
房
」が
第
1
位
で
す
。
な
お
、

乳
が
ん
は
女
性
が
か
か
る
が
ん
の
第
1
位

で
す
。
一
生
の
う
ち
、
12
人
に
1
人
が
乳

が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

﹇
注
﹈ 公
益
財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興
財
団「
が

ん
の
統
計
'14
」

　

乳
が
ん
は
女
性
ら
し
さ
を
保
つ
働
き
を

し
て
い
る
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン

が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
乳
が
ん
を
誘
発

す
る
要
因
に
も
な
り
、
初
経
年
齢
が
早

い
、
閉
経
年
齢
が
遅
い
、
出
産
経
験
が
な

い
、
初
産
年
齢
が
遅
い
な
ど
、
長
期
間
エ

ス
ト
ロ
ゲ
ン
に
さ
ら
さ
れ
る
ほ
ど
リ
ス
ク
が

高
く
な
り
ま
す
。
閉
経
後
の
肥
満
な
ど

も
リ
ス
ク
の
要
因
で
す
。

が
ん
保
険
の
引
受
保
険
会
社
：
ア
メ
リ
カ
ン

フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険
会
社

募
集
代
理
店
：
南
海
放
送
サ
ー
ビ
ス（
株
）

部位別男性

部位別女性

﹇
注
﹈

が
ん
保
険
給
付
実
績
に
つ
い
て

が
ん
保
険
給
付
実
績
に
つ
い
て

（
部
位
別
入
院
給
付
金
支
払
件
数
）

（
部
位
別
入
院
給
付
金
支
払
件
数
）
＊ 

１
９
８
７
年
〜
２
０
１
６
年
11
月
作
成
ま
で
の
実
績

「
早
期
発
見
」、「
早
期
治
療
」な
ら
、

今
や「
が
ん
」は
治
る
時
代
に
な
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

25％

42％

10％

9％
7％7％

20％
40％

14％

10％
8％8％

胃

気管、肺

前立腺

肝臓

結腸

その他

乳房

気管、肺

胃

子宮

結腸

その他

5



知っておきたい 知っておきたい  退職後の互助会事業 退職後の互助会事業
　本年度も共済組合と共催で、退職予定者相談会を昨年８月から県内１２か所で開催しています。
　主に互助会の退職福祉事業、厚生事業（共済グループ保険等）の説明を行い、個別に相談を受けております。概略
は次のとおりです。

退職福祉事業（退職者医療給付事業）

　退職者医療給付事業に「加入する」か「加入しない（加入できない）」のいずれかによって、次の手続が必要となります。

加入手続

あなたは、退職者医療給付事業の加入資格がありますか？▼ ▼ 退職者医療給付事業の加入資格

※被扶養者とは、各保険者の認定要件を満たしている者

加入資格がある
❶共済組合の任意継続組合員（被扶養者を含む。）
❷国民健康保険・健康保険に加入者（被扶養者を含む。）

退職後２０日以内に提出（所属所経由）
退職医療返還一時金請求書

会員期間中に脱退・死亡した場合
退職会員・配偶者特別会員資格喪失申出書兼退職医療死
亡弔慰金・退職医療脱退一時金請求書

※平均給料月額319,000円（平成28年1月1日における平均給料月額）

▼ ▼ 平成28年3月31日退職の場合

一時
拠
出
金
の
算
定

一 時 拠 出 金
(A) ３１９，０００円 ×　　　　　×　108月　＝　５１，６７８円

（360月－平成７年４月分以後の掛金払込月数）

一 時 拠 出 金
(B)

一時拠出金算出の基礎となる
給料の額

×　　　　　×　120月　＝　３８，２８０円
（平成18年４月分以後の掛金払込月数）

控 除 額
(C) ５，０００円　×　　　　　　　　年　　　　　　　　　円 （ 満60歳を超えて資格取得する場合、一時

拠出金から差し引きます。）

退 職 餞 別 金
(D)

（5,000円×６年） ＋ （8,000円×３年）
＋　　　　　　円（特例） ＝ 54,000円

( 平成6年10月31日までに現職会員の資格
を取得していた者は、一時拠出金から退
職餞別金を差し引きます。)

一時拠出金払込額
（Ａ+Ｂ-Ｃ-Ｄ）

(A)　51,678円　＋　(B)　38,280円　－　(C)　　　　　　　円　－　
(D)　54,000円　＝　35,958円

1.5
1000

1.0
1000

❶退職会員…満５５歳以上で満７０歳までに退職した者
❷配偶者特別会員…満５５歳以上で満７０歳までに死亡退職した現職会員の配偶者で、満５５歳以上満７０歳までの者

加入資格がない

加入する 加入しない

退職後２０日以内に提出（所属所経由）
退職会員・配偶者特別会員資格取得申出書

一時拠出金の算定・納付書の送付
平成７年４月１日以後の現職会員の掛金払込期間が３６０月に
満たない者は一時拠出金の払込みが必要です。

退　　　　　　職

　退職会員又は配偶者特別会員が満６０歳に達した日から満７０歳までの間において医療機関等で診療を受けた場合、及
びその間において退職会員等の被扶養者（満７０歳に達している者を除く。）が医療機関等で診療を受けた場合、当該医療
機関等に支払った保険診療分の一部負担金が１件につき7,000円を超えるとき、その超えた金額（100円未満切捨て）を給
付します。この場合、国民健康保険等から給付される高額療養費、共済組合等から給付される附加給付及びその他これ
らに類する制度の給付を受けた場合、その給付された金額は控除します。

給付内容
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〔事例〕　 退職会員、配偶者特別会員及びその被扶養者が支払った１件当たりの医療費に係る給付内容 
※高額療養費57,600円に該当する者で、12か月の高額療養費該当回数が1～3回の場合

医
療
費（
自
己
負
担
額
）

共済組合の任意継続組合員及び
その被扶養者

国民健康保険又は協会けんぽの
被保険者及びその被扶養者

57,600円 共済組合から高額療養費が支給 国民健康保険又は協会けんぽから高額
療養費が支給

25,000円 共済組合から附加給付等が支給
互助会から退職医療給付金が支給

7,000円 互助会から退職医療給付金が支給
自己負担 自己負担

退職医療給付金＝50,600円退職医療給付金＝18,000円

　受診者ごとに次の取扱いにより退職医療給付金請求書を作成し、必要書類を添付のうえ、互助会へ提出してください。

給付金請求の取扱い

▼ ▼ 必要な添付書類（写し可）
❶領収書……………… 受診者氏名、受診年月、医療機関名、受診科、受診区分及び保険適用の自己負担額がわかる領収書(領

収印が押印されているもの)
❷高額療養費該当者…給付された高額療養費額のわかる保険者からの通知書
❸その他………………  医療機関において「限度額適用認定証」若しくは「限度額適用・標準負担額減額認定証」を使用した場合、

当該認定書

▼ ▼ １件の取扱い等
区　　　　　分 取　　　　　扱 例

1 診療を受けた医療保険制度の
保険者ごとに１件

異なる医療保険制度の保険を利用して、診療を受
けたときは、保険者ごとに１件

愛媛県市町村職員共済組合と国民健康保険を利用
し、診療を受けた…２件

2 診療を受けた月ごとに１件 月の初日から末日までの診療についての１か月を
１件

同じ保険医療機関での診療が２か月にわたった…
２件

3 診療を受けた保険医療機関ご
とに１件

同じ月に保険医療機関を異にして診療を受けたと
きは、保険医療機関ごとに１件

同じ月にＡ病院、Ｂ病院で診療を受けた…２件（複
数科を有するＡ病院において、複数科にわたって
診療を受けたときは１件）

4 入院と通院の場合は、それぞ
れ１件

同じ月に同じ保険医療機関で入院と通院による診
療を受けたときは、入院、通院ごとそれぞれ１件 同じ月に入院－通院－入院…２件

5 保険医療機関と保険薬局とが
区別されている場合は、それ
ぞれ１件

同じ月に診療を受け、診療を受けた保険医療機関
での処方箋により、保険薬局で調剤代を支払った
ときは、それぞれ１件

病院で診療を受け、その処方箋により院外の薬局
で調剤代を支払った…２件

　①室料差額等の保険適用外のもの（予防接種、健康診断、文書料、室料差額、自費による歯科治療等）、②入院時におけ
る食事療養標準負担額、③受診時定額負担（特定機能病院及び地域医療支援病院（一般病床500以上）を紹介状なしで受診

給付対象外

厚生事業（退職後の共済グループ保険・がん保険・互助会積立年金）
▼ ▼ 退職継続者の取扱い

種類 加入条件 加入対象者 加入内容 退職後の保険料等

共
済
グ
ル
ー
プ
保
険

団体定期保険

退職した年の翌年１月１日現在
の年齢が満54歳６か月を超え、
かつ退職前３年間、継続加入し
ている加入者が退職した場合

元組合員と配
偶者（こどもの
加入はできま
せん。）

満75歳６か月まで継続加入がで
きます。改めて次の４コースか
ら選択のうえ、申込みが必要と
なります。
・200万円コース
・250万円コース
・450万円コース
・500万円コース

退職（年度末）した年の未払い保
険料（4月～12月分）は、所属所
を経由して一括払込みとなりま
す。（団体定期保険、医療保障保
険、重病克服支援制度及び療養
給付プラン）

医療保障保険 保険料を一括前納し、団体定期
保険に加入の者

元組合員と配
偶者

退職した年の翌年からも退職時
の加入内容で、満69歳６か月ま
で継続加入ができます。

退職した年の翌年以降の保険料
（団体定期保険、医療保障保険
及び重病克服支援制度）につい
ては、登録口座より毎月の口座
振替をします。また、併せて手
数料308円／月を振り替えます。
（初回：退職した年の12月）

重病克服支援
制度

保険料を一括前納し、団体定期
保険に加入の者

元組合員と配
偶者

退職した年の翌年からも退職時
の加入内容で、満71歳6か月ま
で継続加入ができます。

療養給付プラン 翌年１月以降の継続加入はでき
ません。 ー ー ー

※ 口座振替及び配当金に係るご案内等の事務につきましては、業務委託業者である「株式会社　日本共同システム（ＮＫＳ）」が取り扱いま
す。また、口座振替ができない月が２か月続くと「脱退」扱いとなりますので、ご注意ください。
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　文政５年（１４４８年）生子山城主松木景村により建立され、曹洞宗「仏国山瑞應寺」と名付けられまし
た。その後、いく度か戦火にみまわれ、明治３０年に専門僧堂が開設され、現在の瑞應寺となってい
ます。本堂の近くにある樹齢８００年を超える大銀杏の木は、県指定天然記念物であります。
　毎年、大寒の頃（１月１９日～３０日）には、修行の一環として十数名の修行僧による寒行托鉢が行わ
れており新居浜市の冬の風物詩となっています。風雨に関係なく厳しい寒さのなか、網代笠をかぶり黒
の中法衣をまとい素足にわらじを履き、「ホーッ、ホーッ」という声を発しながら地域の家 を々まわり、玄関
先でお経を唱えてお布施を受け、住民は静かに手を合わせます。修行僧は托鉢を通して「人様のおか
げで生きている」ことを学ぶのだそうです。

「瑞應寺」（新居浜市）互 助 会 の 概 況
（平成28年11月末現在）

・所 属 所 数  42
・会　員　数 現職会員数 14,847 人
 退職会員数 3,727 人
・被扶養者数  16,515 人
・平均給料月額 313,700 円

発行所／一般財団法人愛媛県市町村職員互助会　松山市三番町5丁目13番地1　TEL／089-945-4045㈹　編集発行人／山本 健一
Eメールアドレス／e-ctv-gojyokai@tau.e-catv.ne.jp

が ん 保 険
退職時の加入内容で終身加入することができます。退職した年の未払い保険料は、所属所を経由して一括払込みとな
ります。（商品により、４月～１０月分、５月～１１月分）　その後の保険料は、1年分の一括前納となります。

互助会積立年金

退職をもって積立は終了しますので、加入されている方は、一時金あるいは年金として受け取られるかご検討ください。
❶「一般型」の加入者はア～ウから選択、組み合わせてください。
❷「個年型」の加入者はア又はイのいずれかを選択してください。
　ア　年金受け取りコース（10年、15年、20年確定年金・10年、15年、20年保障期間付終身年金）
　イ　一時金受取コース　　ウ　「一時払退職後終身保険」加入コース

給付事業  請求を忘れていませんか？
　互助会では、現職会員とその家族の生活の安定と福祉の向上に寄与するため、次の
給付事業を行っています。もし、請求をお忘れの場合は、該当所属所の事務担当者に
申し出て請求をしてください。
　なお、給付を受ける権利は、その事由発生の月から２年以内に請求しなければ時効に
よって消滅しますので、ご注意ください。

項　　目 支給要件 給付額

入院差額料補助金 現職会員又はその被扶養者が入院し、主治医の承認を受け、治療上個室に収容され、その室
の差額を負担した場合

1日につき2,000円
（限度100日）

入 院 見 舞 金 現職会員が病気又は負傷で保険医療機関に引き続き8日以上入院した場合 20,000円

災 害 見 舞 金 現職会員が不慮の災害で住居及び家財に損害を受けた場合 50,000円

結 婚 祝 金 現職会員が結婚した場合（退職後３月以内の場合を含む。） 初婚　30,000円
再婚　15,000円

出 産 祝 金 現職会員又はその配偶者が出産した場合（退職後６月以内を含む。） 20,000円

入 学 祝 金 現職会員の子が小学校、中学校に入学した場合 25,000円

銀 婚 祝 金 現職会員が結婚して満25年を迎えた場合 15,000円

永 年 会 員 祝 金 現職会員の在会期間が引き続き20年、30年に達した場合 20年　10,000円
30年　15,000円

死 亡 弔 慰 金 現職会員並びにその配偶者、被扶養者、被扶養者以外の子及び実父母等が死亡したとき 現職会員　30,000円
　その他　10,000円

人 間 ド ッ ク
等 補 助 金

現職会員及びその被扶養者が人間ドックを利用した場合又は現職会員が脳ドックを利用した場
合 一律　1,000円

在宅介護見舞金 現職会員又は同居の家族が自宅において同居の常時介護を必要とする家族を１月以上看護し
た場合

10,000円
（１事業年度1回）

遺児奨学一時金 現職会員が死亡したとき、生計を同じくしている18歳に達する日以後の最初の3月31日まで
の間にある子（就労している子は除く。） １子につき100,000円

介護休業給付金 現職会員が介護休業に関する条例又は規程に基づく介護休業の承認を受けて休業した場合 日につき給料日額×
60/100（限度90日）

※ 出産祝金、入学祝金及び銀婚祝金は、夫婦が共に現職会員である場合は、それぞれに支給されます。

か？？


